
安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな住宅部材住宅部材住宅部材住宅部材のののの供給供給供給供給

～～～～ 乾燥材乾燥材乾燥材乾燥材のののの品質評価手法品質評価手法品質評価手法品質評価手法のののの開発開発開発開発 ～～～～
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研究研究研究研究のののの背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的

近年、高温乾燥技術の普及により，間伐材から得られる

心持ち柱材に対して，材面割れを少なく乾燥できるように

なりました。

しかし、樹種や乾燥条件によっては内部割れが発生する

ことがあり，木材を扱うプレカット業者等から強度への信頼

性の付与が求められています。

そこで，本研究では，石川県林業試験場を中核機関と

し、（独）森林総合研究所など１３の研究機関が共同で内

部割れの少ない乾燥技術を開発するとともに，内部割れと

強度・接合性能の関係の明確化を図り，強度的に安全で

安心して使える乾燥材の生産技術を開発します。

研究方法研究方法研究方法研究方法

当センターでは，応力波及び超音波による乾燥材の品質評価手法の

開発を行います。

スギ・ヒノキ心持ち柱材を試験材とし，測定位置を変えながら応力波

伝播時間及び超音波伝播時間を測定し，伝播時間と端子間距離から

応力波伝播速度と超音波伝播速度を求めました。

次に，伝播時間を測定した箇所から試験片を切り出して内部割れ長さ

と幅を実測し，応力波伝播速度及び超音波伝播速度との関係を調べま

した。

内部割れがあっても、強度

は大丈夫なの？
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と幅を実測し，応力波伝播速度及び超音波伝播速度との関係を調べま

した。

研究成果研究成果研究成果研究成果のののの現場移転現場移転現場移転現場移転

内部割れの少ない乾燥技術を開発するとともに，内部割れと強度・接合性能の関係の明確化を図り，強

度的に安全で安心して使える乾燥材の生産技術を開発します。これにより，安全安心な住宅部材の供給

が可能となり，住宅の安全が確保され，住宅部材としての木材の信頼性が高まります。さらに，木材産業

が活性化され，木材自給率の向上，ひいては林業全体の振興に繋がるものと期待されます。

研究研究研究研究のののの状況状況状況状況とととと成果成果成果成果

応力波伝播速度と各測定位置における最長の内部割れ長さとの関係において，負の相関関係が認めら

れました。また，樹種により回帰直線の傾きが異なる傾向が認められました。この傾向は超音波伝播速度

でも同様でした。この結果から，応力波または超音波を利用して，内部割れを非破壊評価できる可能性が

示されました。




